
代
表
質
問

誠和会 誠和会 渡渡
わたわた

邉邉
なべなべ

  健健
けんけん

一一
いちいち

 議員 議員

エコノミックガーデニングとは？
　地域経済を「庭」、地元の中小企業を
「植物」に見たて、地域という土壌を活
かして地元の中小企業を育て地域経済
を活性化させる政策。
　企業誘致だけに頼るのではなく、地
域の中小企業が成長することにより地
域経済の活性化を目指すため、行政・
商工会・銀行等が連携しながら地元企
業が活動しやすく成長できるビジネス
環境をつくるための施策を展開する。
通称「ＥＧ」

さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

問 

　

さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
は
、
い
つ
頃
始
ま
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

平
成
26
年
に
山

武
市
と
民
間
経
済
団
体
、
関
心
を
持
つ
市
民

ら
が
中
心
と
な
り「
山
武
市
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
準
備
委
員
会
」が
設
立
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
に「
さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
推
進
協
議
会
」が
正
式
に
発

足
し
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

問 

　

ど
の
よ
う
な
方
が
携
わ
り
、
ど
の

よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

市
と
市
商
工
会

は
事
務
局
と
し
て
携
わ
り
、
市
内
の
事
業
者
、

金
融
機
関
、
農
業
関
係
者
、
飲
食
店
、
市
民

団
体
等
が
活
動
に
携
わ
り
、
経
営
革
新
に
つ

な
が
る
情
報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
地

域
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業
活
動
等
、
異
業

種
交
流
に
よ
る
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
の
取
組
内
容
と
特
徴
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

８
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
お
り
、
例
と
し
て
は
、

農
家
と
飲
食
店
等
の
連
携
に
よ
る
地
域
産
物

を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
、
活
動
内
容
お
よ
び

活
動
目
的
を
伝
え
、
地
域
経
済
の
大
切
さ
を
伝

え
る
た
め
の
小
学
校
出
前
講
座「
Ｅ
Ｇ
教
室
事

業
」等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
主
導
の
活
動
で
は
な
く
、
会
員
が
主
体

と
な
り
、「
産
・
学
・
公
・
民
・
金
」の
連
携
に
よ

り
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
、
最
大
の
特
徴
で
す
。

問 

　

地
産
地
消
を
推
進
し
た
取
り
組
み

に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

異
業
種
交
流
に

よ
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
山

武
市
産
ネ
ギ
を
使
っ
た「
ネ
ギ
だ
く
肉
ま
ん
」

や「
ネ
ギ
ラ
ー
メ
ン
」の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ー
ス
等
を
開
発
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

問 

　

取
り
組
み
に
対
す
る
総
事
業
費
と
、

市
か
ら
さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
推
進
協
議
会
に
対
す
る
補
助
金
額
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

平
成
26
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
総
事
業
費
は
約
４
４

７
２
万
円
で
、
そ
の
う
ち
運
営
費
補
助
金
は

合
計
約
１
９
２
７
万
円
で
す
。

問 

　

事
業
自
体
が
成
功
か
ど
う
か
把
握

し
づ
ら
い
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
活
動
の
明

確
な
目
標
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

地
元
企
業
の
継

続
的
な
繁
栄
を
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
、

発
足
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
が
行
わ
れ
、

一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
に
よ
り
徐
々
に
目
標

に
近
づ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
今

後
は
、
活
動
目
標
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
数
値
等
で
可
視
化
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

今
年
度
か
ら
は

「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
連
絡
会
」が
発
足
す
る
な
ど
、

そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
や
地
域
の
実
情
等
に

応
じ
て
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

終
活
支
援
事
業

終
活
支
援
事
業

問 
　

終
活
支
援
事
業
の
目
的
を
伺
い
ま

す
。答 

　

保
健
福
祉
部
長　
「
終
活
」と
は
、

人
生
の
終
わ
り
に
向
け
て
、
自
身
の
将
来
や

死
と
向
き
合
い
、
人
生
の
集
大
成
を
よ
り
豊

か
に
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。
身
の
回
り
の

も
の
の
整
理
や
財
産
管
理
、
医
療
や
介
護
に

対
す
る
希
望
、
葬
儀
に
関
す
る
こ
と
等
を
事

前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
で
、
自
身
や
家
族

の
負
担
も
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
該
事
業
で
は
、
こ
う
し
た
終
活
の
意
義

を
市
民
の
方
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一

人
一
人
の
考
え
方
や
希
望
に
沿
っ
た
終
活
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問 

　

終
活
を
行
う
こ
と
で
、
将
来
の
不

安
は
軽
減
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

終
活
は
、
将
来

の
不
安
を
軽
減
す
る
う
え
で
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方

を
振
り
返
る
こ
と
で「
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

こ
と
」や「
大
切
に
し
た
い
こ
と
」が
明
確
に

な
り
、
日
々
の
暮
ら
し
が
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
。

問 

　

本
市
で
は
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
利
用
状
況
と
活
用
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

令
和
６
年
度
は

民
間
事
業
者
と
共
同
で
内
容
を
改
訂
し
、
市

役
所
窓
口
等
で
約
１
２
０
０
部
を
無
償
配
布

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
き
方
講
座
の
ほ
か
、
行
政
書
士

会
等
と
連
携
し
た
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
計
５
回

開
催
し
、
多
く
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
民
一

人
一
人
が
自
身
の
人
生
の
締
め
く
く
り
に
つ

い
て
考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

山武市議会だより第78号　令和7年11月1日 12



関
連
質
問

誠和会 誠和会 小小
ここ

山山
やまやま

  和和
かずかず

典典
のりのり

 議員 議員

誠和会 誠和会 今今
いまいま

川川
がわがわ

  和和
かずかず

弘弘
ひろひろ

 議員 議員

津
波
警
報
発
令
時
の
対
応

津
波
警
報
発
令
時
の
対
応

問 

　

本
年
７
月
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

沖
地
震
に
伴
う
津
波
警
報
が
山
武
市
の
海
岸

に
も
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
該
発
令
時
の

避
難
者
数
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

市
で
把
握
で
き
た
避

難
者
数
は
、
鳴
浜
小
学
校
52
人
、
緑
海
小
学

校
90
人
、
井
之
内
津
波
避
難
広
場（
築
山
）40

人
、
木
戸
津
波
避
難
タ
ワ
ー
２
２
０
人
、
蓮

沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
０
０
人
、
成
東
東
中
学

校
19
人
の
ほ
か
、
山
武
望
洋
中
学
校
や
成
東

総
合
運
動
公
園
な
ど
に
も
複
数
人
の
避
難
者

が
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

問 

　

今
回
の
避
難
時
の
、
津
波
避
難
タ

ワ
ー
等
屋
外
避
難
所
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

井
之
内
津
波
避
難
広

場（
築
山
）で
は
、
あ
ず
ま
や
を
活
用
し
、
直

射
日
光
を
避
け
た
避
難
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

木
戸
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
で
は
、
直
射
日

光
を
避
け
る
施
設
が
な
い
た
め
、
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
を
屋
根
が
わ
り
に
張
っ
て
避
難
し
て
い

た
状
況
で
す
。

問 

　

猛
暑
日
の
避
難
を
想
定
し
た
備
え

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
回
の
避
難
状
況
を
教
訓
と
し
た
備
蓄
品
の

整
備
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

令
和
６
年
３
月
の
一

般
質
問
に
お
け
る
今
川
議
員
か
ら
の
提
案
を

受
け
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
防
水
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
、
食
料
、
飲
料
水
、
ト
イ
レ
、
ト

イ
レ
用
テ
ン
ト
お
よ
び
防
災
用
ア
ル
ミ
シ
ー

ト
を
備
蓄
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
津
波
避

難
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
使
用
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
避
難
の
状
況
か
ら
、
酷
暑

や
雨
天
へ
の
対
応
の
必
要
性
を
認
識
し
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
に
設
置
可
能
な
テ
ン
ト
等
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

問 

　

今
回
の
津
波
警
報
で
は
、
多
く
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

職
務
遂
行
の
責
任
感

か
ら
職
員
が
津
波
浸
水
区
域
に
赴
い
た
り
、

公
共
施
設
を
利
用
す
る
市
民
へ
の
対
応
が
あ

や
ふ
や
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
最
優
先
す

べ
き
市
民
お
よ
び
職
員
の
生
命
の
安
全
確
保

が
徹
底
で
き
て
い
な
い
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
市
民
の
生
命
と

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
津
波
の
危
険
性
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
え
、
躊
躇
す
る
こ

と
な
く
危
険
回
避
す
る
意
識
と
行
動
が
取
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

移
住
定
住
の
取
り
組
み

移
住
定
住
の
取
り
組
み

問 

　

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い

て
、
移
住
戦
略
室
の
よ
う
な
専
門
組
織
の
設

置
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、「
当
面
は
現
状
の

ま
ま
部
署
間
の
連
携
を
図
り
、
効
果
的
に
施

策
を
進
め
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。
ど
の
課

と
連
携
し
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
実
行
さ
れ
、

ど
ん
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

子
育
て
支
援
課

や
健
康
支
援
課
、
子
ど
も
教
育
課
ほ
か
全
６

課
と
連
携
し
て
、
定
住
促
進
補
助
金
リ
ー
フ

レ
ッ
ト（
住
宅
支
援
の
補
助
金
と
子
育
て
支

援
、
教
育
情
報
を
掲
載
）を
作
成
し
ま
し
た
。

問 

　

移
住
定
住
促
進
の
た
め
の
取
組
実

績
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
成
田
空
港
と

関
わ
っ
て
い
く
計
画
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答 
　

総
合
政
策
部
長　

本
年
５
月
に
は

空
港
会
社
主
催
の
合
同
企
業
説
明
会
、
７
月
に

は
匝
瑳
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
成
果

報
告
会
と
、
東
京
交
通
会
館（
有
楽
町
駅
前
）で

開
催
の「
ち
ば
移
住
相
談
会
２
０
２
５
夏
」に
職

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
後
、
空
港
会
社
等
を

通
じ
、
居
住
や
移
住
の
ニ
ー
ズ
を
伺
い
、
市
と

し
て
で
き
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

市
内
に
あ
る
図
書
館
３
館
の
統
廃

合
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
さ
ん
ぶ

の
森
図
書
館
に
は
公
園
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、

子
育
て
世
帯
の
移
住
定
住
に
向
け
、
児
童
館

設
置
へ
の
再
利
用
に
適
し
た
場
所
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

図
書
館
集
約
後
の
代
替
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
跡
地
だ
け
で

な
く
、
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
や
文
化
ホ
ー
ル
と

の
一
体
的
な
活
用
や
民
間
活
力
の
導
入
も
視

野
に
入
れ
、検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

問 

　

農
林
水
産
大
臣
は
、
コ
メ
の
安
定

供
給
等
実
現
関
係
閣
僚
会
議
の
中
で
①
耕
作

放
棄
地
も
活
用
し
つ
つ
増
産
に
舵
を
切
る
政

策
へ
の
移
行
、
②
農
地
の
集
積
・
集
約
、
大

区
画
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
③
増
産
の

た
め
の
輸
出
拡
大
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
本

市
の
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

農
地
中
間
管
理

事
業
を
活
用
し
、
農
地
の
集
約
化
・
経
営
規

模
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。
大
区
画
化
は
、

地
元
と
協
議
の
う
え
圃
場
整
備
事
業
と
し
て

県
と
連
携
し
支
援
に
努
め
ま
す
。
増
産
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
支
援

策
を
検
討
し
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
空
き
家
対
策
▼
公
共
施

設
の
再
利
用
▼
カ
メ
ム
シ
防
除
補
助
金
▼
農

作
物
の
高
温
対
策
▼
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
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